


  人が聞いていて綺麗と感じる和音はどのような周波数、波長
を成しているのか


 
楽器の音色を決定づけるものは何か。


 
周波数の比較によってその違いを解明すること


 
ができるか。


  WaveSpectraを使用して、周波数の比率、総個数、高調波の
有無を調べる。


 
 
1）周波数の総個数


 
 
2）周波数の「山」と「谷」部分の落差の


 
 
    1周波毎の平均（落差の総計�÷�総個数）






「倍音の勢力比を＜倍音構造＞といって、


楽器の音色の基本的性格を決める物理的性格とし


て非常に重要なものである。」


安藤由典『楽器の音色を探る』�中央公論社�（1978年）�-�p12



 
 
音色を決定するのは高調波！


 
 
���高調波（倍音）の状態を分類するには…？�

 
 
�� 
1）数が多い／少ない�

 
 
�� 
2）「山」と「谷」の落差が大きい／小さい


 
 
 
 
※�平均（落差の合計�÷�総個数）を出す理由：


 
 
 
 
 
総個数の違いによって合計値が大きく


 
 
 
 
 
変わるため。




 音色が似ていると感じる楽器同士は、周波数の総個数
や周波数の「山」と「谷」の落差平均の値も近い。


 高調波（倍音）が多く発生する（＝総個数が多い）楽器
の方が、和音に「厚み」が出る？


 落差平均の値が大きい楽器の方が、音が「まとまっ
て」聴こえる？


 
 
���「まとまっている」�������������������「バラついている」�



  Wave Spectraを使用してWave形式で保存した音源をファ
イルを分析する。


  音源は「GarageBand」で作成したものを使用する。


  全ての楽器でCの和音（ド・ミ・ソ）を弾く。


  音源ファイルは30種類。


 
 
分類：�Bass / Guitars / Horns / Mallets / Organs /


 
 
          Piano & Keyboards / Woodwinds




Garage Bandの

     「Grand Piano」


本物の

     Grand Piano�



1）�Cの根音ドの周波数より高い周波数のみ測定

�����（低周波数は無視）


 
 
理由��楽器の音色を決めるのは高調波と仮定したため


2）�「山」が-100dB以下に位置する周波数は無視する


 
 
理由��楽器を演奏していないときにも約-100dB


 
 
���������の音が出ていることが確認されたため


3）�「谷」が-100dB以下に位置するものは、


   一律-100dBとして測定する


 
 
理由��2）で-100dB以下の周波数を測定しない


 
 
���������ことに決めたため


4）�測定値はWave Spectra上で「山」「谷」にカーソルを

     合わせたときに出る値を使用する�










落差平均の値が大きいもの

・Church Bell

・Cathedral Organ

・Orchestral Strings

・Electric Piano

・Tenor Sax

・Clean Electric

・Grand Piano

・Smokey Clav


         音が「まとまって」、

        響いて聴こえるもの


　　　Piano & Keyboards




落差平均の値が小さいもの 
・Lunar Strings

・Fretless Electric Bass

・Big Electric Lead

・Hollywood Strings

・Fingerstyle Electric Bass

・Pop Flute

・Upright Jaz Bass


         　多くのものが 
　　　 　弦楽器 



総個数の値 

         　密集しているので 
　　　　 分類不可 



他、特徴的なもの 
���Horns


����������総個数、

           落差平均

           共に類似�



総個数による音色の違いは今回の実験では明らかに
できなかった。 "

「山」「谷」の落差平均の値によって、ある程度は「似
た音色」を定義することができる。 

落差平均の値が高いものには、ピアノ、キーボード系
の楽器とその他よく響いて聴こえる楽器が多い。 �

落差平均の値の低いものには、弦楽器が多い。



